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都道府県 総人数 人数(人) 割合 人数(人) 割合 人数(人) 割合(人)
佐賀 47 12 25.5% 29 61. 7% 23 48.9% 
福詞 28 14 50.0% 19 67.9% 15 53.6% 
長崎 12 2 16.7% 3 25.0% 5 41. 7% 
熊本 1 8 72.7% 10 90.9% 5 45.5% 
その他 14 5 35.7% 5 35.7% 4 28.6% 











表5 部落問題の学習経験の有無の学生数 N出 112














































































































イ左大生のアンケート調査から見る人権教育の課題と方向性 小学校からの学習経験が示唆するもの 19 
表7 表8
ジェンダー 人権認識あり 人権認議なし 言十 セヲシュアルマイJ1)ティ 人権認識あり 人権認識なし 言十
学習経験あり 72 77% 8 42% 80 学習経験あり 30 32% 6 32% 36 
学習経験なし 21 23% 1 58% 32 学寄経験なし 63 68% 13 68% 76 
言十 93 100% 19 100% 112 言十 93 100% 19 100% 112 
在日外包人 人権認議あり 人権認識なし 言十 子どものいじめや慮待 人権認識あり 人権認識なし 言十
学習経験あり 45 53% 7 26% 52 学習経験あり 76 80% 14 82% 90 
学習経験なし 40 47% 20 74% 60 学習経験なし 19 20% 3 18% 2 
富十 85 100% 27 100% 112 言十 95 100% 17 100% 112 
人種問題 人権認識あり 人権認識なし 言十 部落問題 人権認識あり 人権認識なし 言十
学翠絞験あり 6 67% 5 38% 71 学習経験あり 74 78% 13 76% 87 
学習経験なし 3 33% 8 62% 41 学習経験なし 21 22% 4 24% 25 






学習経験あり 56 92% 32 63% 
学習経験なし 5 8% 19 37% 
言十 61 100% 51 100% 
子どものいじめや虐待 関心あり 関心なし
学習経験あり 71 87% 19 63% 
学習経験なし 1 13% 1 37% 
富十 82 100% 30 100% 
海外の子ども 関心あり 関心なし
学習経験あり 51 69% 17 45% 
学習経験なし 23 31% 21 55% 
言十 74 100% 38 100% 
世界の貧臨や戦争 関心あり 関心なし
学習経験あり 52 81% 29 60% 
学習経験なし 12 19% 19 40% 
















在日外国人 関心あり 関心なし 言十
学習経験あり 13 48% 39 46% 52 
学習経験なし 14 52% 46 54% 60 
言十 27 100% 85 100% 112 
エイズ 関心あり 関fむなし 計
学習経験あり 44 92% 58 91% 102 
学習経験なし 4 8% 6 9% 10 













部落問題 爵心あり 関心なし 富十
学習経験あり 34 89% 53 72% 87 
学習経験なし 4 11% 21 28% 25 


























































































































学習手法の多様度 人数 % 学習有意義度 人数 % 
低位→ O 点~6 点 24 28.6% 低位→ 6 点~12点、 6 7.1% 
中位→ 7 点~9 点 29 34.5% 中位→13点~17点 59 70.2% 
高位→10点、~11 点、 31 36.9% 高佼→18点~24点、 19 22.6% 
忠告言十 84 100.0% 総計 84 100.0% 











5 点~12点 3 点~17点 18点-24点 総合人数
低位→ O 点~6 点 4 16.7% 16 66.7% 4 16.7% 24 100% 
学習手法の r:þ位→ 7 点~9 点 3.4% 21 72.4% 7 24.1% 29 100% 
多様度 高佼→10点~11 点、 3.2% 22 71.0% 8 25.8% 31 100% 





























知ることができた 20 身近ではない、自分とは別のこと 16
考えた 7 差別することを知る 10 
気づいた 4 時ぃ気分になる 5 
人の気持ちがわかる、考えられる 3 行動に結びつかない 5 
いじめや差別が減る 心に残らない 4 
意識が変わる 2 わかりにくい 4 















































先生の話 3 3 
聞き取り 2 4 




















































































小学校 中学校 主開主~*非λ 大学
①学校では、国籍・性別.~意書・家柄・住んでいる所によっ
8 8 8 8 て、差別なく、公平に扱われる。
o校内で差別的な言動やいじめなどが生じた場合、これに反対
する取組みがあり、被害者の人穫が守られるよう努力してい 6 6 5 3 
る。
③だれかが人の権利を侵害したら、加害者を叱翼したり罰する
だけでなく、どのように行動を変えるべきかの手助けや指導が 5 6 5 3 
ある。
④学校には人権侵害や差別に取り組む方針や手続があり、問題 4 ヰ 3 2 カf起きた場合には、これを適用している。
⑤学校は、安全で安心で、きる場所だ。 7 6 6 5 
⑨争いが起きた場合、暴力ではなく協力的に解決する筋道を教
7 7 5 3 えてもらい、解決に向けて支援してもらえる。
⑦規律に関して、あらゆる人が公平な取扱いを受けている。 7 6 6 5 
⑥私は、差別や処罰をおそれることなく、安心して自分の意見
7 6 6 6 を表明できる。
⑨学校は、規則を作るための民主的な窓思決定に生徒も参加す
5 6 6 ヰる機会がある。
⑩学校は、多様な文化的アイデンティティや宗教、言語
5 5 5 7 している。





























































Some Reflections on Education for Citizenship and Teaching of Democracy in Schools 2003年
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① アとても楽しい イまあまあ楽しい ウ少し退題 ヱかなり退屈
② アとてもわかりやすい イまあまあわかりやすい ウやや難しい エか1d.り難しい
@ アとてもあったかい気分 イ少しあったかい気分 ウやや滋い気分 工かなり陪い気分
④ アとても前向きになれる イ少し前向きiこ1d.れる ウやや無力感 エかなり無力感
感覚 感覚
⑤ ア深い学びや気づき イ学びや気づきが少し ウ表面的な知識だけ 工知識もあ*り得られな
い
⑥ ア自分にとって、とても大 イ自分にとって、まあまあ ウ大開町あ|工自分とはほとんど関係































小学校 中学校 高校 大学
アンケートにご協力ありがとうございました。
